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体 の 幸め とす卜を| 。・じ の や き f ■る 。・S の 幸めが 体 挙 虫 え 、体 の 幸めが ・じ き声虫 え る 。

NHK大 河 ドラマで 「平清盛」が始ま
|!安t,た。初回の祝穐率が「ノースト何位かになる!ユど、芳しくな`かった

そうです。①O県 知事え
fi映
像が美 しくな`かったとぃうことを言ったとか、また、それに対 してオレヒ中lが殺到 した

とか、早速、ある意味言と軽にな`っている 「平清盛Jで す。ぼ史上では、平氏はあまり好意的に|ィ土描かれることは

ないように思います。半1官贔寝という言葉があるように、平氏も源氏 も、なんとな`く患役のイメ
ージがあります。

作品によるでしょうがc

さてその大河 ドラマの 1話から、今回の法誌でづ
‐
c

第一誌で、清盛を我が子として型えた平逮盛が、幼少の清盛と
一緒に初めて小舟に乗った口寺のことです。舟で

立とうとする清盛が、オが揺れるせいで炉!れて しまいます。とこ″)が、
一緒に乗っていた漁師の′き子は、すくっ

と立ちあがって、櫓を渚いでいた父親に代わって、舟を渚ぎ始めi【す。忠基は、清盛になぜ上手 く立てないのか

聞くと、清盛が、漁所同の息子の方が自分より年長だからだと言って言い訳するのをいさめた場面の言葉です。

「纂 リモ (、然 り登&(、 本に幸って、転 るがぬ見濃 き欲 え`'生tデた。つ 孝り体の津めが法森たのだ。ネにや

りゑ と斌ることt,よ、こ峰苫 (て 虫ホホた①O(&町 の子)に とって、4Sのお だ。己にとって土きるとri

豊,frTなるこ苫か。そイ(とえつけた時、馬のお が去ホる。ものお が体 と虫える。体 のや が、に と虫える

のだ。」(NHK大 .可ドラマ 「平清盛」第 1話 より)

遂盛もなかなかいいことを言います(務,本家ですね)3繰 り返し、繰
|)返し、やるべきことをやる。ただひたすら

にやる。そうすることで、
“
体の軸
"わ
でヾきる。まだ、自分が電のためにそうとャているのかわからないかも矢口れな

い。しかし、繰り返し努力し
'ていくことて、を実|二その力が身に付く。それが、イ本の鞠がてきるということです。

そして、そういう努力をと″て、`ヽると、な
Hぜそういうことをしているのかという、自分の生き方、在'1方に気づき

ます。自分の生き方に気づくと、
Ⅲ
tの 発
Ⅲ ミ々できます。せの鶏!ができると、自分の生き方が明確になりますので、

やるべきことをさらに、目的を持って行うことが出来る。すると、 さ らに、体の韓ほ強くなる。tの 軸と体の軸

の梅乗効果が生まれ、さらに,人 としての生き方、在|,方は強くなっていくということではな`いでしょうか。

これは、少林寺拳法の修行法に垂 どます。私たちが少ホ寺拳法 を始めた理由はきまざまです。「強 くな りたい。」

「演式がかっこよかった。ど「女口り合いに誘われた。」等。勤撲はどうあれ、入門すると、繰 り返 し、繰
t,返しの修

緑を行います。初めは上手くいかなかったことが少とャずつ出来るようになる。すると、自信を持てるようにな`っ

てきます。同時に、法諸や学科を行うヤで、何の為に惨行しているのか、人が生きるとはどういうことなのか、

とぃったことを考えるようになってきます。そんなヤで、
“
気づく
"の
です。自分は、何の為に生きているのか。

何の為にどう生きなければならないのかということに。それに気づくことが出来れば、少林寺拳法の修行が、単

に道場のヤだけで行われるのではなく、自分の生活、自分の関わる様マな諸関係の中で成されているというが分

かるはずです。

私は、 17歳 の時、強くな` 1,たくて少林寺拳法を始めました。空手でもプロレスでも良かった。 しかし、縁あ

って、少林寺拳法と出会い、繰り返し、繰り返し、惨練を重ね、今、自分の生き方の大部分をとめるものとなっ

ています。少林寺拳法の教えが私の
“
tの 鶏
"で
あり、少林寺拳法の技法が私の

“
体の軸
"と
なっています。そ

して、体の輸が足を支え、tの 約は体を丈えています。このtと 体の相乗効果は、私の人生を本当に豊かな`もの

にしてくれていると実感しています。

「己にとって、土きるとrよ圭,frJなることか。」そのことに
“
気づいた

"と
き、だの発ができます。そのとン

トが少林寺拳法の教えにあるのではないでしょうか。

少林寺拳法教範、言1読本。試験の時にしか、なかな`か開かないかも知れませんが、それでも結構。ぜひ、機会

あるごとに細解き、開祖の教えに触れてみてください。深い哲学が貫かれています。その哲学に触れ、何今ヽとち

気づくことがあれば、自分の周りの様マな事象、出来事から気づくことt交わってきます。鬼方が交わります。

そして、自分の行動が変わります。行動が変われば、日りの人からの見方が交わります。周りの人か')の見方が

変われば、人生が交わります。

結 手


